













































と運動直後 (p<0.01)、運動直後と運動後一時間 (p<0.01) 
で有意差が認められたO また、心拍数と抗酸化力指標 (r
=0.596， p <0.01)、乳酸濃度と抗酸化力指標 (r=0.583， 
p <0.01)の開に有意な相関がみられた。酸化ストレス度
指標は運動前284土42.13 U. CARR (単位は開発者氏名に
ちなんで U.CA主Rと命名)、運動直後290土36.51 U. CARR、
運動後一時間278土36.08U.CARRであり、有意な変化は
みられなかった。心拍数と酸化ストレス度指標 (r=0.155， 
p> 0.05)、乳酸濃度と酸化ストレス度指標 (r=0.095， p> 
0.05)の間に有意な相関はみられなかった。{結論}日常
的に高強度運動を行っている柔道選手では、高強度運動を
おこなっても抗酸化力が高まるために、酸化ストレスが増
大しない可能性が示唆された。
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